
特許庁 法人Ｘ

Ａ

（主な事実経過）
令和２年
１１月中旬 法人Ｘは、Ａに、法人Ｘへの再就職の打診をした（①）。
１１月下旬 Ａは、法人Ｘから再就職の打診を受けたことをＢ及びＣに相談した。
１１月下旬～令和３年２月中旬

Ａは、法人Ｘに対し、法人Ｘに再就職したい意向がある旨及び令和３年３月末の特許庁退職後に法人Ｘの地位αに就くための手続を進
めてほしい旨の情報等を提供するとともに同手続に関する資料の提供を依頼した（②：Ａの求職活動規制違反）。

１１月下旬 Ｂは、法人Ｘに対し、Ａの法人Ｘへの再就職が特許庁にとっても良いことである旨及びＡの上司もＡの法人Ｘへの再就職を応援して
いる旨をＡを介して伝えた（③：Ｂのあっせん規制違反）。

令和３年
２月上旬 法人Ｘは、Ａに、令和３年４月以降に法人Ｘの地位βの公募があることを伝えた（④）。
２月上旬 Ａは、法人Ｘに対し、地位βに関心がある旨の情報を提供した（⑤：Ａの求職活動規制違反）。
３月末 Ａは、特許庁を退職した。
４月以降 Ａは、地位βの公募に申し込み、その後、Ａは地位βに再就職した。
５月下旬 Ｃは、法人Ｘに対し、Ａが地位αに就くための手続において、Ａの特許庁における職務内容や上司としてのＡの評価を記載した資料を、

Ａを介して交付した（⑥：Ｃのあっせん規制違反）。
８月中旬 Ａは地位βを退職し、地位αに再就職した。

（利害関係あり）

特許庁元職員による求職活動規制及びあっせん規制違反事案の概要
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